
007-1812-2.pdf 

 

ロートコン 1 

生薬の性状の項を次のように改める． 2 

生薬の性状 本品は主として不規則に分枝する多少曲がった根3 

茎からなり，長さ約15 cm，径3 cmに達し，ときには縦割さ4 

れている．外面は灰褐色でしわがあり，ところどころくびれ5 

て分節し，先端にはまれに茎の基部が残る．各節の上面には6 

茎の跡があり，側面及び下面には根又はその残基がある．折7 

面は粒状で灰白色～淡褐色を呈し皮部の色はやや薄い． 8 

本品は特異なにおいがあり，味は甘く，後に僅かに苦い． 9 

本品の横切片を鏡検〈5.01〉するとき，木部には放射組織10 

間に木部内師管を伴う道管群が階段状に配列する．柔細胞中11 

にはでんぷん粒，ときにシュウ酸カルシウムの砂晶を含む． 12 
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